
勝利目指して、力の限り
九戸中学校体育祭は５月15日、晴天のも
とで開催されました。前日の雨による校
庭の不良にも負けず、どの競技にも懸命
に臨んだ生徒たち。歯を食いしばって頑
張る姿、悔し涙、喜びの笑顔が輝いてい
ました。

村消防演習「燃える火消し魂」…２～３
　村内外に日頃の訓練成果を示す

●下半期の財政状況を公表…４～５　●山本繁藏さんに春の叙勲…８　
●生涯学習アカデミー・女性教室が開講…14

2010年 6No.627
月
号
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九
戸
村
消
防
団
︵
松
田
憙
衛
団

長
・
団
員
２
９
５
人
︶
の
消
防
演

習
は
４
月
29
日
、
戸
田
小
学
校
校

庭
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ
、
村

消
防
団
、
婦
人
協
力
隊
な
ど
約

３
５
０
人
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
55
分
、フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
が
鳴
り
、
入
場
行
進
が
ス
タ
ー

ト
。
開
会
式
で
は
松
田
団
長
が「
今

日
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
村

内
外
に
示
す
日
。
消
防
団
の
雄
姿

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
団
員
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

服
装
や
機
械
器
具
の
点
検
終
了

後
に
は
、
消
防
団
と
婦
人
協
力
隊

に
よ
る
部
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
、
ラ
ッ
パ
訓
練
や
、
山
根
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
軽
可
搬

燃える火消し魂
九戸村消防演習

■写真　❶勇壮な訓練を披露し、村の消防力を示した消防団。❷統監の岩部茂
村長らがポンプ車を点検。❸幼年消防クラブは「ぼくたち、私たちは火遊びを
しません」と防火を誓い、かわいらしい演技で演習に花を添えた。❹指揮者の
号令のもと、機敏な動きを披露した軽可搬ポンプ操法訓練。❺伊保内高等学校
吹奏楽部の部員５人もラッパ隊として訓練に参加。❻放水訓練では多くの参観
人が見守る中、水が高く打ち上げられた。❼大人顔負けのきびきびとした動作
でポンプ操法訓練を行った山根小学校少年消防クラブ。❽地元・戸田の親子５
組が九戸分署員の指導のもと消火訓練を行い、防災への意識を高めた。❾統率
のとれた小隊訓練を行う婦人消防協力隊。

①

②③

④⑤



3 広報くのへ（2010年６月号）

【九戸村長表彰】

■功績章（勤続25年）山口則雄○本 　下川原修③

下川原龍則⑩　山下昭一⑪　道地利浩⑫

【岩手県消防協会二戸支部長表彰】

■優良竿頭綬　九戸村消防団第 10 分団、九戸

村消防団第 11 分団　■功労章（勤続20年）柾

本豊①　風張雅信③　細川勝美⑤　櫻庭重幸⑥

栗谷川藤雄⑥　保大木和人⑨　下村純一⑨　高

島克己⑨　本堂正典⑩　川原憲彦⑪　南健一⑬

野辺地利之⑬　■功績章（勤続15年）西山千

代子○本　岩部春雄①　橘純一①　細川照人⑤　

下村稔浩⑪　丸木忠雄⑫　野辺地基之⑬　

■精錬章（勤続３年）尾友真也①　小野寺敏之①

野田アサ子②　山口琢也④　大崎健⑤　沢崎

智三千⑦　坂野上武幸⑦　眞下ルリ子⑩　秋元

慎吾⑬　■勤続章（勤続10年）尾友一雄①　

下高山朋徳①　橋山敬介②　千葉明⑥　小笠原

孝法⑧　髙倉直樹⑧　秋元光浩⑬　中村真樹⑭

【永年勤続退職消防団員感謝状】

上村徳一郎　髙倉清勝　久保幸男　大﨑光雄　

大崎浩司

平成21年度表彰者

【消防庁長官定例表彰】■永年勤続功労賞　尾

友勇一【岩手県知事表彰】■功績章　岩渕智幸

髙倉孝一【日本消防協会会長表彰】■功績章　

川畑勝美　■精績章　田澤信夫　■勤続章　上

村吉男　岩渕智幸　髙倉孝一【岩手県消防協会

総裁表彰】■功労章　上村吉男　■功績章　桂

川満　久保幸男　■優良婦人消防協力隊員　和

田かよ　■内助功労感謝状　上村幸子【消防庁

長官報償】■１号報償　上村徳一郎　久保幸男

大﨑光雄　■２号報償　髙倉清勝　大崎浩司

※敬称略。氏名後○内の数字は分団名、○本は本部付。

ポ
ン
プ
操
法
、
地
元
・
戸
田
の
５

組
の
親
子
に
よ
る
消
火
訓
練
、
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
月
内
川
で
行

わ
れ
た
放
水
訓
練
に
は
、
多
く
の

参
観
人
が
集
合
。
川
岸
に
並
ん
だ

部
隊
が
一
斉
に
放
水
す
る
、
迫
力

あ
る
訓
練
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

雨
の
中
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、

田
村
利
明
二
戸
広
域
消
防
本
部
消

防
長
が
「
消
防
演
習
は
村
民
に
訓

練
の
成
果
を
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
極
め
て
優
秀

な
演
習
だ
っ
た
。
村
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
。

有
事
に
お
け
る
防
災
体
制
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
を

高
め
た
演
習
で
し
た
。

⑦

⑥

⑧

⑨

表彰を受けた皆さん
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平成 21 年度　

下半期の財政状況
（3 月 31 日現在）

（億円）

21 億 5,636 万円
21 億 5,636 万円（100.0％）

0 2 4 6 8 10 20 22

10 億 5,566 万円
１億 3,483 万円（12.8％）

４億 643 万円
３億 8,940 万円（95.8％）

３億 2,240 万円
1,390 万円（4.3％）

１億 9,206 万円
9,748 万円（50.8％）

１億 8,189 万円
１億 7,897 万円（98.4％）

6,288 万円
6,288 万円（100.0％）

5,774 万円
5,774 万円（100.0％）

5,258 万円
5,258 万円（100.0％）

１億 575 万円
１億 532 万円（99.6％）

21億 5,636 万円
21億 5,636 万円（100.0％）地方交付税

国庫支出金

村 税

村 債

県支出金

諸 収 入

繰 越 金

地方譲与税

地方消費税交付金

そ の 他

※その他は、使用及び手数料、分担金及び負担金、自動車取得税交付金など

村
の
家
計
簿
を
公
表

　

村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）、
財
政
状
況

の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
21
年
度
下
半
期
（
10
月
か
ら
３

月
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地

方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
に
２
億
９
１
７
６
万
円

一
般
会
計
の
平
成
21
年
9
月
30
日

現
在
（
上
半
期
）
の
予
算
額
は
、
37

億
２
５
９
５
万
円
で
し
た
。
村
で
は

そ
の
後
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

工
事
費
に
２
億
９
１
７
６
万
円
、
ま

ち
の
駅
整
備
工
事
費
に
８
０
０
０
万

円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
３
１

４
４
万
円
、
除
雪
機
械
購
入
費
に
２

３
０
０
万
円
、
自
立
支
援
介
護
等
給

付
費
に
１
７
６
５
万
円
な
ど
、
５
回

の
予
算
補
正
を
行
い
、
３
月
31
日
現

在
（
下
半
期
）
の
予
算
額
を
45
億
９

３
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

前
年
度
同
期
に
比
較
す
る
と
、
総

務
費
が
３
億
９
９
４
６
万
円
、
民
生

費
が
１
億
８
４
１
４
万
円
、
土
木
費

が
１
億
５
９
８
６
万
円
、
衛
生
費
が

１
億
５
４
２
６
万
円
増
額
し
、
総

額
で
は
５
億
７
０
７
７
万
円
（
14
・

２
％
）
多
く
な
り
ま
し
た
。

支
出
済
額
32
億
円
で

執
行
率
は
69 

・
９
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
予
算

の
執
行
状
況
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
歳
入
の
収
入
済
額

は
32
億
４
９
４
７
万
円
で
70
・
７
％

の
収
入
率
、
前
年
度
同
期
と
比
べ
９
・

４
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
の
支
出
済
額
は
32
億

１
２
６
９
万
円
で
執
行
率
は
69
・
９
％

で
前
年
度
同
期
と
比
べ
８
・
１
ポ
イ

■一般会計歳入の状況
　　　　　●予算額　　45 億 9,375 万円
　　　　　●収入済額　32 億 4,947 万円
　　　　　●収入率　　70.7％

一
般
会
計
予
算
は
45
億
９
３
７
５
万
円
に

予算額

収入済額

（　）内は執行率

ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

村
債
の
残
高
は
36
億
円

前
年
度
同
期
で
41
億
円

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
村
が
国

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
村
債
（
借
金
）

残
高
は
３
月
31
日
現
在
で
36
億
６
２

５
５
万
円
。
村
民
一
人
当
た
り
で
は
、

約
54
・
７
万
円
と
な
り
、
前
年
度
同

期
よ
り
６
・
４
万
円
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
（
３
月
末
住
基
人
口
で
計
算
）。
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公有財産・基金の状況
区 分 ３月 31 日現在高 ９月 30 日との比較

土 地 962,144 ㎡ ＋ 1,838 ㎡

建 物 60,982 ㎡ ＋ 96㎡

有 価 証 券 416 万円 ±０万円

出資による権利 １億 7,518 万円 ＋ 345 万円

物 件 67 台 ±０台

財政調整基金 ６億 6,984 万円 ＋ 7,428 万円

人材育成基金 １億円 ±０万円

減 債 基 金 １億 4,573 万円 ＋ 31万円

地域振興基金 ３億 9,698 万円 ＋１億 54万円

その他の基金 9,547 万円 － 310 万円

村債の状況
区 分 ３月 31 日現在高 ９月 30 日との比較

政 府 資 金 21 億 884 万円 －２億9,878万円

地公体金融機構 ２億 5,614 万円 － 1,625 万円

市 中 銀 行 な ど 10 億 660 万円 － 6,186 万円

共 済 な ど 9,854 万円 － 1,129 万円

岩 手 県 基 金 １億 9,243 万円 － 4,610 万円

合 計 36 億 6,255 万円 －４億3,428万円

水道事業会計の状況 特別会計の状況

◎収益的収入と支出…１年間の経営活動で発生する収入と支出

収

入

科 目 予 算 額 収入済額

水 道 料 金 11,900 11,949

一般会計補助金 172 172

その他の収益 228 249

合 計 12,300 12,370

支

出

科 目 予 算 額 支出済額
浄・配・給水費用 4,211 4,125

施設等減価償却費 4,534 4,531

企業債利息償還金 2,281 2,272

その他（総係費含む） 1,207 787

合 計 12,233 11,715

（単位：万円）

◎資本的収入と支出…水道事業の持続発展のための施設改良と企業債
　　　　　　　　　　（借入金）の返済など

収

入

科 目 予 算 額 収入済額

国 庫 補 助 金 0 0

一般会計補助金 617 617

企 業 債 5,000 5,000

合 計 5,617 5,617

支

出

科 目 予 算 額 支出済額

施 設 改 良 費 271 226

営 業 設 備 費 63 12

企業債償還金 2,939 2,939

合 計 3,273 3,177

（単位：万円）

区 分 予 算 額 収 入 済 額
（ 収 入 率 ）

支 出 済 額
（ 執 行 率 ）

国民健康
保 険 ７億9,350万円

７億 395 万円
（88.7％）

７億2,637万円
（91.5％）

老人保健 477 万円
477 万円
（100.0％）

477 万円
（100.0％）

後期高齢 5,014 万円
4,592 万円
（91.6％）

4,277 万円
（85.3％）

農業集落
排水事業 3,455 万円

3,477 万円
（100.6％）

3,418 万円
（98.9％）

下 水 道
事 業 １億4,307万円

１億3,638万円
（95.3％）

１億3,905万円
（97.2％）

索道事業 2,889 万円
2,843 万円
（98.4％）

2,812 万円
（97.3％）

戸 田
財 産 区 2,693 万円

2,553 万円
（94.8％）

2,654 万円
（98.6％）

伊 保 内
財 産 区 1,317 万円

1,223 万円
（92.9％）

1,280 万円
（97.2％）

江 刺 家
財 産 区 594 万円

564 万円
（94.9％）

507 万円
（85.4％）

合 計 11 億 96 万円
９億9,762万円

（90.6％）
10億1,967万円

（92.6％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、
　会計間で一時運用を行っています。

■一般会計歳出の状況
　　　　　●予算額　　45 億 9,375 万円
　　　　　●支出済額　32 億 1,269 万円
　　　　　●執行率　　69.9％

（億円）

７億 9,676 万円

４億 6,522 万円

３億 4,058 万円

２億 6,634 万円
２億 1,186 万円（79.5％）

4,783 万円
4,718 万円（98.6％）

総 務 費

公 債 費

民 生 費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

消 防 費

農林水産業費

議 会 費

そ の 他

※その他は、災害復旧費、商工費、予備費

７億 6,184 万円

２億 5,176 万円（54.1％）

１億 9,826 万円（58.2％）

２億 734 万円
１億 8,247 万円（88.0％）

１億 6,888 万円
１億 3,118 万円（77.7％）

4,601 万円
3,257 万円（70.8％）

0 2 4 6 8 10 12 14 16

７億 9,597 万円（99.9％）

５億 1,350 万円（67.4％）

８億 4,794 万円（56.8％）
14億 9,295 万円

予算額

支出済額

（　）内は執行率

公用車・消防車など

光ファイバーを村内全域に整備します



6

m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

　戸井良沢水芭蕉祭り（妻の神自治会主催）は晴天に

恵まれた５月３日、戸井良沢公園で行われ、村内外か

ら訪れた家族連れなどで賑わいました。会場では妻の

神自治会が田楽もちや焼き鳥など、郷土料理の店を出

店。山本正志会長は「自治会で協力して祭りを開催す

ることで、地域の親睦も深まる。料理の売れ行きも好

調」とたくさんの来場者を喜んでいました。

戸井良沢水芭蕉祭りにぎわう
春の陽射しに輝く白の苞

優良団体として表彰を受ける伊保内下行政区の五枚橋久夫さん

遊歩道を歩きながら、満開の水芭蕉を楽しむ家族連れ

　九戸中学校体育祭は５月15日、同校校庭で行われ

ました。「挑戦～限界に挑戦～」のスローガンのもと、

学年種目や徒競走、リレーなどの種目で競い、演技合

戦では組団ごとに息の合ったダンスを披露した生徒た

ち。組団ごとに団結し、懸命に競技に臨む姿に、保護

者や地域の方からは温かい声援と大きな拍手が送られ

ていました。

九戸中学校体育祭
勝利目指して限界に挑戦

　５月19日、九戸村防犯協会通常総会がＨＯＺホー

ルで行われ、優良団体として伊保内下行政区が村防犯

協会会長賞を受賞しました。これは、長年にわたる自

主的なパトロールなどの地域安全活動が評価されたも

のです。尾友元一会長は「地域社会の安全確保と犯罪

の未然防止に努めていきたい」と話し、これからの活

動に意欲を示しました。

いーち、にーい、というかけ声が校庭に響いた、２年生の
学年種目「長縄とび」

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

村防犯協会総会開催
地域安全を自分たちの手で
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　伊保内高校が交通マナーアップと少年非行防止・自

転車盗難防止のモデル校に指定され、５月11日、同

高体育館で指定書交付式が行われました。小野寺幹男

二戸警察署長は「交通事故防止には思いやりの心をも

つことが大事」と話し、生徒会長の中奥拓真くん（３

年）は「交通事故のない社会の実現に向けて努力しま

す」と誓いました。

伊高が交通マナーアップ指定校に
事故のない社会実現誓う

生徒会長の中奥拓真くんに指定書が手渡されました

　村の桜が見ごろを迎えた５月５日、九

戸神社例大祭に併せて九戸さくらまつり

（同実行委員会主催）が開催されました。

境内の特設ステージでは地元・長興寺の

小中高生が郷土芸能を披露。九戸神楽で

は注
し め き り

連切舞、盆舞、権
ごんげ

化舞、長興寺小学

校の女の子３人は、かわいらしい浴衣に

身を包んで九戸音頭を披露。短い練習期

間のなかで立派に踊りあげた発表者に拍

手が送られていました。

九戸さくらまつり
花のもとで芸を楽しむ

　４月30日、伊保内小学校ふれあい委員会の尾友愛
あい

璃
り

さん（６年）と中道えりさん（同）が特別養護老人ホー

ム折爪荘を訪れ、車いす１台を寄贈しました。この車

いすは、伊保内小学校の児童がプルタブを集めて購入

したもの。２人は「念願の車いすを買うことができて

嬉しい」と話し、利用者の山口武
たけ

二
じ

さんは「私たちに

とって１番大切な車いすをありがとうございます」と

感謝の気持ちを表しました。

伊小児童が車いす寄贈
温かな善意、車いすにこめ

伊保内小学校から寄贈された車椅子に座る山口武二さんと、
戸来鉄男校長、野里典美所長、尾友愛璃さん、中道えりさ
ん（左上から時計回り）

長興寺小学校の女の子は色どり
鮮やかな浴衣で九戸音頭を披露

㊤接戦を展開した「水すまし」
㊦組団がひとつになった演技合
戦のフィナーレ
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◉２年連続の快挙

春の叙勲に山本繁藏氏

◉地方自治の進展に尽力

　

４
月
18
日
、
葛
巻
町
で
開

催
さ
れ
た
第
36
回
岩
手
県
北

ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

ウ
（
岩
手
県
北
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ク
ラ
ブ
主
催
）
に
九
戸
村

酪
農
同
志
会
（
田
澤
松
雄
会

長
）
か
ら
10
頭
の
牛
が
出
品

さ
れ
、
そ
の
う
ち
欠
端
信
雄

さ
ん
（
戸
田
上
）
の
出
品
牛
・

マ
イ
ラ
ン
ド　

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン　

デ
リ
ア
号
が
２
歳
経
産
牛

の
ク
ラ
ス
第
８
部
で
１
等
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

欠
端
さ
ん
の
受
賞
は
２
年

連
続
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

２歳経産牛のクラスで１等賞を受賞した欠端信雄さんの出品牛

　

元
村
議
会
議
長
の
山
本
繁

藏
さ
ん
（
宇
堂
口
）
が
、
地

方
自
治
功
労
と
し
て
春
の
叙

勲
「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
50
年

７
月
か
ら
平
成
19
年
６
月
ま

で
の
８
期
32
年
に
わ
た
り
、

村
議
会
議
員
と
し
て
在
職
。

　

こ
の
間
、
平
成
９
年
７
月

か
ら
平
成
13
年
12
月
、
平
成

17
年
12
月
か
ら
平
成
19
年
６

月
ま
で
の
６
年
間
は
村
議
会

議
長
を
務
め
、
村
の
農
業
振

興
や
道
路
交
通
網
の
整
備
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
副
議
長
、
産

業
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
、
二

戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員
な
ど
も
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
発
展
へ
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
「
受
章
は
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

（
写
真
提
供
＝
菊
地
商
会
）

春の叙勲◉旭日双光章

山本 繁藏さん
= 宇堂口・78 歳 =

欠端信雄さん出品牛が第１位

◉消防団「規律訓練礼式」の部

第５分団が２年ぶりの優勝

　

村
消
防
団
訓
練
大
会
「
規

律
訓
練
礼
式
の
部
」
は
４
月

25
日
、
伊
保
内
小
学
校
校
庭

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

各
分
団
は
、
指
揮
者
の
号

令
の
も
と
、
き
び
き
び
と
し

た
動
作
を
披
露
。
消
防
署
員

が
審
査
員
を
務
め
、
減
点
法

で
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
第

５
分
団
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優
勝　

第
５
分
団

■
２
位　

第
14
分
団

■
３
位　

第
10
分
団

統率のとれた規律訓練を披露し、優勝に輝いた第５分団
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クリーン九戸行動に
49 団体・1,635 人

　今年度のクリーン九戸行動の参加者は、

49団体・1,635人でした。村民の約４人

に１人が参加したことになります。ご協

力ありがとうございました。（村保健セン

ター届け出分・順不同・５月17日現在）

九戸村社会福祉協議会◆九戸福祉会◆村

親睦会◆いわて県北クリーン㈱◆長興寺

下行政区◆九戸村地域婦人団体協議会◆

九戸村商工会青年部◆九戸村商工会女性

部◆㈱阿部繁孝商店九戸工場◆㈲阿部悦

三商店◆南田町内会◆柾本和夫◆九戸精

密株式会社◆株式会社岩手銀行伊保内支

店◆盛岡信用金庫九戸支店◆陸中商会◆

瀬月内自治会◆宇堂口自治会◆妻の神自

治会◆戸田元村自治会◆荒谷行政区◆二

ツ家行政区◆上町行政区◆川向行政区◆

小倉行政区◆長興寺上行政区◆大向行政

区◆五枚橋行政区◆荒田行政区◆雪屋自

治会◆柿の木◆江刺家上行政区◆山屋行

政区◆細屋自治会◆戸田小学校◆九戸中

学校◆伊保内高校◆平内子供会◆妻の神

子供会◆山根３班子ども会◆山根５班子

ども会◆山根６班子ども会◆森林愛護少

年団荒谷子ども会◆伊保内下町子ども会

◆南田子供育成会◆長興寺上ダイヤ子供

会◆長興寺下ジャンボ子ども会◆さくら

子ども会◆たけのこ子ども会

●４月17日に役場庁舎前で行われた、クリー
ン九戸行動日開会式

◉
自
衛
官
募
集
相
談
員
に

　

小
森
肇
さ
ん
・
岩
本
幸
広
さ
ん

　

小
森
肇
さ
ん
（
平
内
）
と

岩
本
幸
広
さ
ん
（
二
ツ
家
）

が
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委

嘱
さ
れ
、
委
嘱
交
付
式
が
５

月
17
日
に
役
場
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
22
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

24
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年

間
で
、
募
集
の
環
境
づ
く
り

や
情
報
提
供
、
募
集
活
動
の

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

自衛官募集相談員に委嘱された小森肇さん
（前列中央左）と岩本幸広さん（前列中央右）

◉春季はまなすカップ

九戸中バレー部女子が優勝に輝く

開会式で選手宣誓をする、バレー部主将の関口誉
ほまれ

くんと大崎晴菜さん

　

春
季
は
ま
な
す
カ
ッ
プ
の

野
球
競
技
、
テ
ニ
ス
競
技
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
５
月

１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
野
球
】

■
優
勝　
　

軽
米
中

■
準
優
勝　

九
戸
中

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
】

■
優
勝　
　

湊
中

■
準
優
勝　

下
長
中

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
】

■
優
勝　
　

九
戸
中

■
準
優
勝　

福
岡
中

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

■
優
勝　
　

葛
巻
中

■
準
優
勝　

小
鳥
谷
中
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水
芭
蕉
な
に
や
ら
書
き
留
む
風
流
人

し
げ
を

春
一
番
黄
色
の
帽
子
舞
い
上
が
り

浅
蜊
汁
老
の
箸
よ
り
こ
ぼ
れ
落
ち

み
ち
の
く
の
春
の
使
者
な
り
蕗
の
薹

古
舘
や
す
お

蕗
味
噌
や
無
口
に
生
き
る
山
育
ち

桜
舞
ふ
観
音
堂
は
日
和
な
り

春
探
し
同
じ
釣
り
人
今
日
も
居
て

【
四
月
句
会
の
席
題
句
】

　
　『
仏
生
会
』
よ
り

神
仏
を
様
付
け
で
呼
ぶ
仏
生
会
（
雪
　
女
）

良
き
こ
と
も
悪
し
き
も
重
ね
仏
生
会
（
ふ
み
女
）

人
生
に
不
徳
ば
か
り
や
仏
生
会
（
青
　
村
）

　
　『
光
』
よ
り

穏
や
か
な
光
を
集
め
里
芽
吹
く
（
ふ
み
女
）

枝
先
に
光
る
雫
や
木
の
芽
雨
　（
青
　
村
）

春
光
や
「
出
発
進
行
」
縄
電
車
（
雪
　
女
）

　
　『（
雑
詠
）』
よ
り

農
一
途
耕
人
の
背
な
丸
く
な
り
（
ふ
み
女
）

爺
婆
の
野
菜
畑
や
黄
水
仙
　
　（
青
　
村
）

蕗
味
噌
の
程
良
き
あ
ん
ば
い
地
酒
酌
む（
雪
　
女
）

菅
野
　
岑
子

北
を
さ
す
白
鳥
句
座
の
窓
よ
ぎ
り

水
底
に
何
や
ら
動
き
川
温
む

た
わ
む
れ
に
鳩
笛
を
吹
く
浅
き
春

冬
部
　
雪
女

葉
桜
や
幸
せ
小
さ
く
暮
ら
し
お
り

風
鈴
や
日
本
の
音
色
生
ま
れ
け
り

花
冷
や
六
腑
に
し
み
る
薬
膳
酒

高
島
ふ
み
女

四
つ
切
り
の
種
芋
深
め
に
土
を
か
け

切
株
に
座
り
聞
き
入
る
初
音
か
な

河
川
敷
少
年
野
球
や
柳
萌
ゆ田

村
　
畦
畔

陽
春
に
誘
わ
れ
畑
の
草
を
取
る

桜
咲
く
何
故
に
騒
ぐ
や
こ
の
心

舘
村
　
青
村

男
爵
て
ふ
種
芋
の
顔
無
骨
な
り

連
翹
を
離
る
る
風
も
黄
色
か
な

白
樺
の
百
万
本
や
風
薫
る

義
　
也

種
芋
を
子
等
一
列
に
並
べ
行
き

松本　來
く

琉
る

未
み

ちゃん

６月４日生まれ／江刺家下

（父）稔さん（母）久美子さん

「お歌大好き！お外大好き！！

いっぱい遊んで、いっぱい食べ

て、いっぱい笑って大きくなろ

うね。」お父さん・お母さんより

■７月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集しています！ご希望の方は６月 18日（金）までに、❶写真（データでも可）
❷お子さまへのメッセージを書いた紙を役場総務企画課広報担当（☎ 42-2111 内線 168）までお持ちください。

宮川　空
そら

くん

６月８日生まれ／長興寺上

（父）桂さん（母）郁美さん

「健康で元気に育ってね。」

お父さん・お母さんより

玉川　杏
あん

ちゃん

６月 24 日生まれ／長興寺上

（父）真吾さん（母）美穂子さん

「杏 chan は我が家のアイド

ル（笑）元気にすくすく育っ

てね！」パパ・ママより

わが家の人気者 Happy birthday!!

む
ら
の
文
芸

第
２
６
５
回
◉
く
の
へ
俳
句
会
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４月の事故・火災・救急
（　）内は１月からの累計

■人身事故 １件 （　１件）

■物損事故  ５件 （　21件）

■死　亡　者  ０人 （　０人）

■負　傷　者 ２人 （　２人）

■飲酒運転検挙者 ０人 （　０人）

■死亡事故０
ゼロ

日数 　211日（　４月末）

■火　　災 ３件 （　５件）
■救　　急 16件 （　86件）

火災が
多発しています ！

　　　戸広域管内では、火災が多く発

　　　生しており、４月末現在19件

となっています。お出かけ前、お休み

前には、必ず火の元を確認し、『火災

から生命と財産を守りましょう』

火の元の確認は忘れずに…

《突風・強風に注意しましょう》

　日中はポカポカ陽気になり、この

時季は空気が乾燥し、風が強く突然

強い風が吹きます。たき火など屋外

での火の取扱いには、十分注意しま

しょう。

昨

二

山
菜
採
り
で
の

遭
難
に
注
意
！

　
　
　

年
１
年
間
で
山
菜
採
り
に
伴

　
　
　

う
遭
難
は
、
県
内
で
41
件
発

生
し
、
死
者
８
人
、
行
方
不
明
者
３
人
、

負
傷
者
12
人
、
無
事
救
出
20
人
の
計

43
人
で
し
た
。

　

山
菜
採
り
で
山
に
出
か
け
る
人
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
に
行
き
先
、
帰
宅
時
間
を
知

ら
せ
、
早
出
、
早
帰
り
を
心
が
け
る
。

●
万
一
に
備
え
、
携
帯
電
話
、
食
糧
、

雨
具
、
懐
中
電
灯
な
ど
を
持
つ
。

●
笛
・
鈴
・
ラ
ジ
オ
な
ど
、
熊
よ
け

の
工
夫
を
し
て
入
山
す
る
。

●
２
人
以
上
で
出
か
け
、
山
中
で
は

声
を
か
け
合
う
。

●
山
で
の
発
病
は
大
事
に
至
る
の
で
、

自
分
の
体
力
、
健
康
状
態
に
応
じ
た

行
動
を
と
る
。

●
万
一
遭
難
し
た
ら
、
夜
間
の
行
動

は
や
め
て
翌
朝
ま
で
待
機
す
る
。

　

捜
索
中
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
見
え

た
ら
、
タ
オ
ル
、
シ
ャ
ツ
な
ど
目
立

つ
も
の
を
大
き
く
振
っ
て
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

今
か
ら
で
き
る

防
犯
活
動
鍵
か
け

　　

岩
手
県
で
は
、
鍵
を
か
け
ず
に
盗

難
被
害
に
遭
う
割
合
が
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
平
成
21
年

の
侵
入
窃
盗
、
車
上
狙
い
、
自
転
車

盗
の
無
施
錠
で
の
被
害
は

▼
侵
入
窃
盗　

57
％

▼
車
上
狙
い　

70
％

▼
自
転
車
盗　

50
％

と
非
常
に
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
犯
人
は
、「
無
施
錠
」
を
狙
っ
て
い

ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」と
思
っ

て
も
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
て

荷
物
の
確
認
を
！

お出かけ前の施錠を
習慣にしましょう

駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

火事と救急・救助は119

問二戸警察署九戸駐在所　☎ 42-2210

問二戸消防署九戸分署　　☎ 42-3119地域の安全
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歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

　
　
　

40
年
間
、
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

65
歳
か
ら
月
額
６
万
６
０
０
８
円
の

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
加

入
期
間
が
数
年
足
り
な
か
っ
た
」
と

い
っ
た
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
こ

で
大
切
な
の
が
「
カ
ラ
期
間
」
を
生

か
す
こ
と
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
25
年
以
上
の
期
間
が
公
的
年
金

制
度
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
25
年
に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
カ
ラ
期
間
と
は

　

カ
ラ
期
間
は
、
25
年
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
て
も
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
な
い
「
実
」
の
な
い
期
間
の

た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、

原
則
、
昭
和
36
年
４
月
以
後
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
期
間
で
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
次
の
人
の
期
間
な
ど

で
す
。
❶
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
、
❷
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学

生
、
❸
海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、

昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間
も

カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
本
人
の
申
し
出
が
必
要

　

カ
ラ
期
間
は
、
年
金
の
未
加
入
期

間
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
年
金
機
構

に
は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
カ

ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
25
年
の
老
齢
基
礎
年

金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
人
で
、

カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
期

間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
の
担
当
窓

口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班

☎
４
２-

２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　
　
　

ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
が
与
え

　
　
　

て
く
れ
る
母
乳
や
ミ
ル
ク
で

大
き
く
な
り
ま
す
。
自
分
で
歯
み
が

き
が
で
き
な
い
の
で
飲
ま
せ
方
と
後

の
世
話
を
う
ま
く
や
ら
な
い
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
歯
を
む
し
歯
に
し
て
し
ま

い
ま
す
。
子
供
が
自
分
で
歯
を
守
る

こ
と
の
で
き
る
年
齢
ま
で
は
、
お
母

さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
歯
を
守
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
特
に
歯
が
生
え
て

か
ら
３
歳
ご
ろ
ま
で
の
間
は
と
て
も

大
切
な
時
期
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
歯
を
守
る

「
哺
乳
瓶
に
気
を
つ
け
て
！
」

赤

　

哺
乳
瓶
は
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も

の
で
す
が
、
使
い
方
し
だ
い
で
は
、

む
し
歯
製
造
器
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

糖
分
の
入
っ
た
ミ
ル
ク
、
ジ
ュ
ー
ス
、

乳
酸
菌
飲
料
を
哺
乳
瓶
に
入
れ
て
長

い
時
間
、
ダ
ラ
ダ
ラ
飲
ま
せ
る
こ
と

は
、
口
の
中
が
酸
性
に
な
り
歯
を
む

し
歯
に
し
ま
す
。
特
に
ジ
ュ
ー
ス
や

乳
酸
菌
飲
料
が
、
最
も
危
険
で
す
。

　
「
む
し
歯
は
夜
、
作
ら
れ
る
」
と
い

う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
夜
寝
か
し

つ
け
る
時
に
与
え
る
こ
と
は
、
寝
て

い
る
間
は
唾
液
の
出
が
少
な
く
な
っ

て
、
洗
い
流
す
作
用
、
酸
性
を
中
和

す
る
作
用
が
効
か
な
く
な
り
、
赤
ち
ゃ

ん
の
歯
は
強
い
酸
の
中
に
浸
し
た
よ

う
な
状
態
が
続
く
の
で
、
口
の
中
に

あ
る
歯
は
す
べ
て
む
し
歯
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

哺
乳
瓶
で
ジ
ュ
ー
ス
や
乳
酸
菌
飲

料
を
与
え
る
こ
と
は
や
め
る
こ
と
、

ど
う
し
て
も
飲
ま
せ
る
時
は
コ
ッ
プ
、

ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て
薄
め
て
、
回
数

や
量
を
決
め
て
短
時
間
に
与
え
る
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。
そ
の
後
は
、

必
ず
白
湯
や
番
茶
を
飲
ま
せ
て
糖
分

を
口
の
中
に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
水
を
含
ま
せ
た
ガ
ー
ゼ
や

綿
花
な
ど
で
歯
を
丁
寧
に
ふ
い
て
き

れ
い
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
う
し

た
こ
と
を
怠
る
と
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ

ん
が
、
む
し
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
気
を
つ
け
て
む
し
歯
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　

及
川
洋
子
）

20 《
カ
ラ
期
間
》
に

ご
注
意
を
！

information

問住民生活課保健衛生班☎42-2111（内線122）みんなの健康

国
民
年
金
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社
や
役
所
を
退
職
し
て
年
金

　
　
　
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
け
る

65
歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養
者
は

「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
、
こ
の

制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
過

措
置
と
し
て
、
平
成
26
年
度
ま
で
の

間
に
お
け
る
65
歳
未
満
の
退
職
被
保

険
者
等
が
65
歳
に
達
す
る
ま
で
存
続

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
と

そ
の
被
扶
養
者
（
※
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

❶　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

❷　

65
歳
未
満
の
方

❸　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の
年

金
へ
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
ま
た

は
40
歳
以
降
10
年
以
上
で
あ
る
方

※　

被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険

者
と
生
活
を
共
に
し
、
主
に
退
職
被

　
　
　

　
　
　

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

　
　
　

40
年
間
、
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

65
歳
か
ら
月
額
６
万
６
０
０
８
円
の

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
加

入
期
間
が
数
年
足
り
な
か
っ
た
」
と

い
っ
た
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
こ

で
大
切
な
の
が
「
カ
ラ
期
間
」
を
生

か
す
こ
と
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
25
年
以
上
の
期
間
が
公
的
年
金

制
度
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
か
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
25
年
に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
カ
ラ
期
間
と
は

　

カ
ラ
期
間
は
、
25
年
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
て
も
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
な
い
「
実
」
の
な
い
期
間
の

た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、

原
則
、
昭
和
36
年
４
月
以
後
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
期
間
で
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
次
の
人
の
期
間
な
ど

で
す
。
❶
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
、
❷
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学

生
、
❸
海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、

昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間
も

カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
本
人
の
申
し
出
が
必
要

　

カ
ラ
期
間
は
、
年
金
の
未
加
入
期

間
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
年
金
機
構

に
は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
カ

ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
25
年
の
老
齢
基
礎
年

金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
人
で
、

カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
期

間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
の
担
当
窓

口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班

☎
４
２-

２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

退
職
し
て
年
金
生
活
が
始
ま
っ
た
方
へ

「
退
職
者
医
療
制
度
」

会

保
険
者
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持

し
て
い
る
次
に
あ
て
は
ま
る
方
を
い

い
ま
す
。

▼
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶

者
（
内
縁
で
も
よ
い
）
と
３
親
等
以
内

の
親
族
又
は
配
偶
者
の
父
母
と
子

▼
国
保
の
加
入
者
で
65
歳
未
満
の
方

▼
年
間
の
収
入
が
一
定
金
額
未
満
の
方

■
対
象
と
な
る
日

　

年
金
の
受
給
権
の
発
生
し
た
日
が
、

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
で
す
。
年

金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
14
日
以
内

に
、
年
金
証
書
、
現
在
お
持
ち
の
国

保
の
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
役
場

担
当
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　

病
院
な
ど
の
窓
口
で
「
国
民
健
康

保
険
退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し

て
受
診
し
ま
す
。
自
己
負
担
割
合
は

一
般
の
国
保
と
同
じ
割
合
で
す
。

■
必
ず
届
け
出
を

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自

己
負
担
と
国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出

金
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
退
職

者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
が
な
い
と
、

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出

金
で
負
担
す
る
医
療
費
の
分
ま
で
国

保
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
っ
た
ら
必
ず
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

information

問住民生活課国保住民班☎42-2111（内線212）国保だより
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心
肺
蘇
生
法
講
習
会

緊
急
時
の
対
処
法
を
学
ぶ

　

村
教
育
委
員
会
で
は
5
月
14
日
、

九
戸
村
体
育
指
導
委
員
を
対
象
と
し

た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
九
戸
村

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
公
共
施
設
へ

の
設
置
が
進
む
な
か
、
ス
ポ
ー
ツ
活

いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

動
の
指
導
の
立
場
に
あ
る
体
育
指
導

委
員
が
緊
急
時
の
正
し
い
対
処
法
を

学
ぼ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
体
育
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
た
伊
保
内
高
等
学
校
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
も
急

き
ょ
講
習
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

の
人
生
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
「
生
き
が

い
や
趣
味
を
持
つ
事
が
人
生
そ
の
も

の
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
」

と
生
き
生
き
と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
59
人
、
女

性
教
室
33
人
の
参
加
者
が
、
終
始
和

や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
講
師

の
話
す
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。
来
年
２
月
ま
で
、
移

動
研
修
、
健
康
講
座
、
創
作
活
動
な

ど
、
様
々
な
講
座
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

生涯学習アカデミー・女性教室

開講式に92人が参加

　

村
内
の
55
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
「
生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と

成
人
女
性
対
象
「
女
性
教
室
」
の
合

同
開
講
式
は
５
月
17
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
も
両
講
座

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
盛
岡
市
在
住
の

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
社
交
ダ
ン
ス
指
導

員
な
ど
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る

遠
藤
勝
男
氏
を
講
師
に
迎
え
『
中
高

年
か
ら
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
』
の

お
話
を
聴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
沢
山
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
少
し

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
す
る
自
ら

二
戸
消
防
署
九
戸

分
署
員
6
人
に
よ

る
ダ
ミ
ー
人
形
を

使
っ
て
の
気
道
の

確
保
や
人
工
呼

吸
、
胸
骨
圧
迫
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
な
ど
を
実
習
。

　

12
人
の
参
加
者

た
ち
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
時
な
ど
に

起
こ
り
う
る
ケ
ガ

や
事
故
な
ど
に
的

確
に
対
処
で
き
る

よ
う
、
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

「沢山、楽しみましょう！少し頑張りましょう！」と題して
行われた、遠藤勝男氏の記念講演会

九戸分署員に指導を受けながら緊急処置を学ぶ参加者
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放送大学で
学んでみませんか？
――10月入学生を募集中――

　放送大学はテレビなどの放送で授業
を行う通信制の大学です。働きながら学
んで大学を卒業したい、学びを楽しみた
いなど、さまざまな目的で、幅広い世代
の方が学んでいます。
　大学や大学院の授業科目を１科目か
ら気軽に学べるチャンスです！この機
会にあなたも放送大学で学んでみませ
んか？

●募集学生の種類
《教養学部》
　科目履修生（６か月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
《大学院》
　修士科目生（６か月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

●出願締切　８月31日火
●無料資料請求・問い合わせ
〒020-8550　盛岡市上田3-18-8
放送大学岩手学習センター（☎019-653-7414）
※放送大学ホームページでも受け付けています。
　
　放送大学岩手学習センターでは、放送大学の学習システ
ムや入学手続きから卒業までの単位の取り方などについて
「説明会・相談会」を開催します。　

●日時　６月６日日　午後１時30分～午後２時30分

●会場　二戸市立図書館

※事前の申し込みは不要です。

BOOK おすすめ図書
幸せ上手

渡辺淳一著・講談社

　今いちばん欲しいもの、そ
れは生きていく力。大変革の
時代、「これまで」の延長線
上に答えはありません。「こ
れから」を明るく楽しく暮ら
していくためには、どうすれ
ばいいのでしょうか？とても
元気をくれる1冊です。

自分で治す健康大百科
長屋憲著・主婦の友社

　健康ブームに乗って思わず
読みたくなる本です。ある症
状に対して、食品・ツボ・体
操・そして薬と様々な解決方
法が載っているので、自分に
できそうな方法を選ぶことが
できます。内容が適度に詳し
く、絵や写真も多く掲載され
ているのでとても読みやすい
です。

ちか 100 かいだてのいえ
岩井俊雄作・偕成社

　ある日のこと、クウちゃん
がお風呂に入っていると急
に誰かの声が聞こえてきまし
た。「私の家の地下100階で、
これからパ－ティがあるの、
遊びに来ない？」クウちゃん
は、おもいきっていってみる
ことにしました。どんなパー
ティがあるでしょう？

ほかならぬ人へ
白石一文著・祥伝社

　財閥の家の三男に生まれた
「明生」は営業マン。彼の周
囲には、３人の女性がいる。
キャバクラで知り合った美人
の妻。親が決めたかつての
許嫁。さっぱりした性格の上
司。優しくて内省的な主人公
は、彼女たちとの関係を自問
する。自分にとって「ほかな
らぬ人」とは・・・

放送大学イメージ
キャラクター
「まなぴー」
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獣医師（県職員）
を募集しています

　岩手県では、平成23年４月１日

（予定）から県の機関で勤務する獣

医師を募集しています。

■応募資格　平成22年４月１日に
おける年齢が45歳未満の人で、獣

医師免許を有する人または採用ま

での間に取得する見込みの人

■１次試験　７月18日（日）
■会場　岩手県庁
■応募締切　６月30日（水）
■問い合わせ　県総務部人事課
（☎019-629-5071）

来春新規高卒者対象
求人受理を始めます

　ハローワーク二戸では６月20日

（日）より来春高校卒業者対象求人

の受理を開始します。

　採用を考えている事業主の皆さ

まは、早めの求人申込をお願いし

ます。

■問い合わせ　ハローワーク二戸
（☎23-3341）

お詫びと訂正
　広報くのへ５月号18ページ

「戸籍だより」に誤りがありま

した。お詫びして訂正します。

古川行夫さん　（伊保内上）

4金 デイケア（９時～保健センター）

5土 春季はまなすカップ総合体育大会バスケットボール競技（九戸中学校）

7月 青少年劇場（14時～村公民館）

9水 婦人検診（９時～保健センターほか・10日まで）

12土 Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン

13日 婦人検診（９時～保健センター）

15火 乳児・１歳６か月児・２歳児健診（13時 15分～保健センター）

16水 成分献血（10時～村山村開発センター）
BCG・日本脳炎予防接種（14時～保健センター）

23水 大腸がん検診（６時～保健センターほか・25日まで）

26土 「やまびこ」読み聞かせ会（10時～公民館図書室）

28月 ぽっかぽか教室（９時 30分～保健センター）

30水 村県民税第１期納期限

村のこよみ

ごみ収集日

瀬月内～
二ツ家

■燃えるごみ≫２水９水 16水 23水 30水　■ビン・金物≫１火
■空き缶≫15火　■紙・プラ≫10木　■粗大ごみ≫収集なし

鹿島～
南田

■燃えるごみ≫３木 10木 17木 24木　■ビン・金物≫７月　
■空き缶≫21月　■紙・プラ≫16水　■粗大ごみ≫収集なし

小倉～
細屋

■燃えるごみ≫４金 11金 18金 25金　■ビン・金物≫14月　
■空き缶≫22火　■紙・プラ≫24木　■粗大ごみ≫８火　

6日 すがわら消化器内科　
☎ 23-2879（二戸市）

13日 二戸クリニック　
☎ 25-5770（二戸市）

20日 金田一診療所　
☎ 27-2205（二戸市）

27日 むらかみ医院いたみのクリニック
☎ 48-1500（軽米町）

6日 菅歯科　
☎ 23-5161（二戸市）

13日 奥中山高原歯科クリニック
☎ 35-2951（一戸町）

20日 菅原歯科医院　
☎ 27-3301（二戸市）

27日 曽根歯科医院　
☎ 27-3108（二戸市）

休日当番医　　　　　　　休日当番歯科医　　午前９時～午後５時 午前９時～正午
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村平

お知らせ
information
九戸村役場　☎42-2111

ス
ナ
ッ
プ
く
の
へ
♪

　　　成22年度（産）水

　　　稲生産実施計画（水

稲共済細目書）の申告が

済んでいない農家の方は、

印鑑を持参のうえ、役場
農林建設課で至急、手続
きをお願いします。（昨年

度と計画内容に変更がな

くても、申告は必要です。）

　あわせて、今年度新た

に始まる国の『戸別所得補償モデル対策』の加入申請も
受け付けています。従来までの『確立交付金』（転作奨

励金）などと違い、加入申請をしないと交付金を受ける

ことができません。

　申請の締め切りは、６月30日水までです。
問農林建設課生産振興班（☎ 42-2111 内線 252）

戸籍や住民票などの
証明書が変わります

　　　では、戸籍事務の迅速化、簡素化および行政サー

　　　ビスの向上のため、６月12日（土）から新シス

テムで戸籍事務を行います。証明書の発行は６月14日

（月）からとなります。

■ココが変わります

変更項目 今まで コンピュータ化後

名　称
戸籍謄本
戸籍抄本

全部事項証明
個人事項証明

用　紙 白　紙 地紋紙（偽造防止用）

公　印 朱肉印 黒色の公印（電子印）

　住民票や印鑑証明書などの発行も、６月14日（月）

から一部変更になります。戸籍の証明と同じく、用紙は

偽造防止用の地紋紙、公印は黒色の電子印となります。

※公印は、各支所は朱肉印となります。

問住民生活課国保住民班（☎ 42-2111 内線 213）

今年の米の作付計画の
申告をお願いします

６月４日から10日までは歯の衛生週間です。

お口は体の中で最初の消化器官です。日頃か

ら健口を意識し健康を保ちましょう。80歳

まで丈夫な歯を20本残し、元気で楽しく暮

らしましょう！

二戸歯科医師会
（二戸市・軽米町・九戸村・一戸町）

歯の衛生週間
6月4日金～10日木
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成分献血にご協力お願いします
■日にち　６月16日水
■時　間　午前 10時～午後４時

■場　所　村山村開発センター

問住民生活課保健衛生班
　（☎42-2111内線 123）

戸籍だより
４月16日～５月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

☆お誕生おめでとう☆
　中　橋　秀

しゅう

　優
や

 （和人・理香子）戸田上

♡ご結婚おめでとう♡
　　佐　藤　茂　美　（福島市）

　　中　野　信　子　（伊保内下）

　　山　下　　満　　（戸田下）

　　三　澤　由紀子　（久慈市）

　　段　下　哲　也　（南　田）

　　野辺地　美穂子　（江刺家上）

●ご冥福をお祈りします●
細　川　昭　治　　（54歳）　細　　屋

細　川　キ　ツ　　（89歳）　細　　屋

山　口　ト　ミ　　（86歳）　宇 堂 口

中　澤　ト　ヨ　　（92歳）　妻 の 神

中　村　マツノ　　（85歳）　泥 の 木

小野寺　福　藏　　（86歳）　長興寺下

久　保　三四郎　　（78歳）　荒　　谷

小笠原　金　藏　　（85歳）　柿 の 木

人の動き
（平成22年５月１日現在）

●人　口　　６，６９９人（　±０）
　　男　　　３，２５３人（　－１）
　　女　　　３，４４６人（　＋１）
●世帯数　　２，１８８世帯（＋９）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　２６　人（　５５人）
　転　出　　　２５　人（　８５人）
　出　生　　　　４　人（　１１人）
　死　亡　　　　５　人（　３３人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集室から
◆１日ごとに天候が変わるこの季節。行
事のときにピカン☀と晴れると嬉しくな
りますね◆消防演習では、閉会式に強い
雨が。最後まで雄姿をみせた消防団の皆
さん、お疲れさまでした！（尾友）

し
る
ば
ー
・
し
ー
と

266

｛

｛

　４月に今シーズンの営業を始めたくのへパーク

ゴルフ場では、村内外から訪れる愛好者が仲間と

腕を磨いています。

　５月には２つの大会が行われ、サラダ館杯（村

パークゴルフ協会主催）に66人、ふるさと振興

公社杯（同）に53人が出場し、36ホールをまわっ

て汗を流しました。近隣市町村からの参加者も多

く、パークゴルフを通じた交流がもたれています。

　どんな方でも気軽に楽しむことができるパーク

ゴルフ。仲間同士で、家族で、体を動かしませんか?

　利用料金は大人300円（用具料金200円）、子

ども50円（用具料金50円）となっています。
◎写真…ナイスショット！パークゴルフを楽しむ愛好者

愛好者が心地よい汗
村内外からの来場者でにぎわう

｛

献血キャラクター
チッチ




